
薬学シンポジウム　２００９．９．５ 

保険薬局の生き残り戦略 

　　　　　（株）すこやかホールディングス 
　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　雅美
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すべては経営理念から 
「経営理念：創造と奉仕」

あらゆる質の高いサービスの創造
と奉仕の精神をもって人々の心と体
の健康をお手伝いする「かかりつけ
薬局」を目指します 
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　職員全員で「創造と奉仕」の実現に
向け業務に取り組む 
　　　　　　　　　　↓ 
　それが他薬局との「差別化」に繋が
り、地域から「選ばれる薬局」になる 
　　　　　　　　　　↓ 

　生き残る薬局の実現 
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これまで行ってきた 
「創造と奉仕」の具体例 

①ドライブスルー薬局 
②フロア係配置 
③管理栄養士による栄養相談
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①ドライブスルー薬局

足の不自由な方、小さなお子様連れの方、感染症予
防などに大変喜ばれています
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待ち時間に、飲み物のサービス・必
要に応じて介助や世間話をする係
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③管理栄養士による栄養相談
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管理栄養士によ
る栄養相談（
無料） 
＜相談内容＞ 
１位　糖尿病 
２位　高血圧 
３位　高脂血症 

幼児食や離乳
食の相談も意外
と多い！ 
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これからの取り組みとして

①セルフメディケーションのサポート 
②在宅医療 
（国の政策：病院から在宅へのシフト） 
③24時間調剤応需体制 
④後発医薬品への取り組み 
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①セルフメディケーションのサポート
薬剤師と登録販売者 

（役割の分担）

第２類・第３類は任せて 
（登録販売者委員会）

診断の出来る薬剤師を目指して 
（薬剤師新人研修）
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②在宅医療　 

・施設（老健・ケアハウス・特養） 
・退院時共同指導 
・外来患者へのアプローチ 
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③２４時間調剤応需体制

全店舗で24時間緊急携帯電話対応
年間1000件前後の相談応需 

今後の課題としては
24時間調剤応需 
体制を整えること

12 



④後発医薬品への取り組み

２０１０年の診療報
酬改定では後発医
薬品使用が数量ベー
ス 
３０％以上で12点
加算の見込み？ 
（現在：後発医薬品調剤体制加算は４点）

1/5～4/5
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「すこやか薬局」で求める薬剤師とは？ 
（こんな薬剤師を目指そう） 

①薬剤師としての倫理観をもっている 
　　（在宅における看取りの問題や 
　　　   　薬局内における危機管理の重要性） 
②臨床判断が出来る（病態を学ぶ必要性） 
③経済感覚に優れている（「薬剤経済学」の必要性） 
④医療面談（コミュニケーション）能力をもっている 
⑤マネージメント能力をもっている 
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コミュニティー薬局として 

夏になるとウォーターボーイズ
出没！

海水魚の泳ぐ店内

感染症入口
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